
２年海洋技術科機関長コースは「溶接実習」及び「エンジン分解組立て実習」の２グループに分かれ実習を行いました。下記の写真は実際
に使用されていた船舶の発電機関を分解している様子です。9月に沿岸航海（3週間）のときは、運転中のエンジンの取扱いや監視業務を習
いましたが、今回エンジンを分解するのは初めてです。給気管、排気管、冷却水管を外し、ひとりづつピストンの脱着に挑戦しました。先
輩達も皆同じエンジンで学んできました。これからも実習を通してエンジンの構造を学んでいきたいです。


